
昼休みの消灯を励行し、
電力消費の削減を図りました。

お客様にも告知し、ノーネクタイを徹底し
また室内温度は２８℃に設定しました。
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【 工事施工部門 】

燃料の使用
軽油

ガソリン

プロパンガス

5,265ｋｌ 

127ｋｌ 

104t 

As合材

再生合材

砕石

再生砕石

568千t

888千t

250千㎥

851千㎥

資材の使用

施工量 87,307百万円 製造量 2,503千ｔ

工 事 発 注

【 製品事業部門 】

合 材 注 文

【 オフィス部門 】

オ フ ィ ス 業 務

資材の使用
ストアス
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製造量 2,491千ｔ

資材の使用

受入廃材
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5,164千kw/h

燃料の使用
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灯油

ガソリン

4,120kw/h
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2t

25t
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水道
コピー紙

78千㎥

76t

地球温暖化ガス発生 廃棄物・排水の発生

7千tCO２ 下水
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廃棄物
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1千㎥
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再生路盤材
製造量
1,333千ｔ

再生骨材
生産量
1,158千ｔ

廃棄物等の発生 地球温暖化ガス発生
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オ フ ィ ス 活 動工 事 施 工

再 生 材 の 製 造

合 材 製 造

地球温暖化
ガス発生

環境目的･目標
（1）産業廃棄物の適正処理
　  1）産業廃棄物トラブルの撲滅
　  2）電子マニフェスト導入率の向上
（2）施工時のCO2排出量の削減の推進と
　  資源保護
 　 1）施工時のミスロス排除によるエネルギー
   　 使用量の削減と資源使用量の削減

環境目的･目標

（1）産業廃棄物の適正処理
　  1）産業廃棄物トラブルの撲滅

（2）合材製造時のCO2排出量の削減の推進
  　1）合材製造時のエネルギー使用量の削減

環境目的･目標

（1）オフィス部門のCO2排出量の削減の推進
　  1）オフィスにおけるエネルギー使用量の低減
　  2）連絡車の使用燃料の削減

（2）オフィス部門における資源使用量の削減の
　  推進
　  1）コピー用紙の使用量の削減

適 正 処 理
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ゴミの排出量を削減すると同時に、
分別もより徹底して行いました。

コピーミスした用紙は破棄せず、
必ず裏紙を使用しています。
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環境活動報告

オフィスにおける環境保護活動 マテリアルフロー

エネルギー使用量の削減
　2005年度を初年度とする「大成ロテック株式会社環境目的＆
目標」（以下「目的＆目標」）で、オフィスの電力使用量、業務用
に使用する乗用車の燃料使用量削減を目標に掲げて活動してい
ます。２012年度はひき続き「夏のクールビズの実施」「省エネ型
電球の導入」「昼休みの消灯」「アイドリングストップの実施」「使
用燃料の削減」など活動に取り組みました。その結果、電力につ
いては前年より減少しま
したが、ガソリンの使用
量は逆に増加となったた
め課題を残しました。

グリーン購入比率の向上
　「目的＆目標」で、事務用品のグリーン購入を増やすことを目
標として活動してきました。その結果、初期の目標である「グリー
ン購入の意識を植え付ける」という目標は達成できたと考え、現
在は日常管理項目として活
動しています。
　今後もこの活動を継続し
ていきます。

水道、ガス使用量の削減
　水道・ガスの使用量の削減は、「目的＆目標」では項目にあがっ
ていませんが、「貴重な資源を大切に使用する」という基本理念
のもと、日常管理項目として活動してきました。
　ガス使用量においては、ＬＮＧから都市ガスへの切替促進を継
続しています。

クールビズ運動の実施
　大成ロテックは環境省が提唱しているチームマイナス６％運
動に参加しています。その活動の一環として2012年度も5月1日
から10月31日まで、全社
のオフィスでクールビズ
（ノーネクタイ運動）を実施
しました。

コピー用紙の削減
「目的＆目標」で、コピー用紙の使用量を削減する目標をたてま
した。役職員の間で、両面コピーの実施・ミスコピー用紙の裏紙
の使用などに努めてきましたが、2012年度は総量で増加となり、
一昨年と同程度の使用量でした。今後は、コピー用紙の更なる削
減の徹底が必要です。また、一般事業系廃棄物の排出量は前年よ
り減少する結果となりました。

オフィスにおいても、省エネルギーやグリーン購入など日常の業務の中で、環境負荷の低減と同時に、
環境保護意識を高める活動を展開しています。

大成ロテックは、単純に資源を消費して製品化するにとどまらず、いったん廃棄された資源を再生するなどの
有機的なフローを作りだし、資源の再利用と適正処理を心がけています。
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